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議
員
の
使
命
で
は
「
未

来
に
希
望
の
持
て
る
奥
多

摩
町
を
作
り
上
げ
な
け
れ

ば
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
託
す
町
は
滅
び
て
し

ま
う
と
痛
感
し
て
立
候
補

し
た
」
と
34
年
前
に
町
議

選
に
立
っ
た
思
い
を
回

想
。「
私
は
現
在
、
町
の

主
要
産
業
で
あ
る
観
光
の

活
性
化
を
い
か
に
早
く
図

る
か
に
考
え
が
及
ん
で
い

る
。
奥
多
摩
と
小
菅
、
丹

波
山
、
檜
原
の
４
町
村
が

合
併
し
広
大
な
緑
を
有
す

る
自
治
体
と
し
て
首
都
圏

の
水
瓶
、
清
涼
な
空
気
の

供
給
地
と
し
て
存
在
感
を

増
す
と
と
も
に
、
首
都
圏

の
都
県
民
の
心
身
を
癒
す

観
光
の
場
と
し
て
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

の
考
え
を
披
露
し
て
い

る
。

　

元
大
蔵
大
臣
武
村
正
義

氏
と
の
出
会
い
や
政
治
の

　

奥
多
摩
の
未
来
と
石
田

家
の
希
望
」
を
発
刊
し
た

後
、
木
村
信
三
翁
の
こ
と

を
写
真
掲
載
だ
け
で
な

く
、
そ
の
人
と
な
り
を
紹

介
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

と
残
念
に
思
っ
て
い
ま

す
。
木
村
翁
は
次
代
を
担

う
青
少
年
の
健
全
育
成
を

目
的
に
夏
休
み
に
は
自
宅

で
ラ
ジ
オ
体
操
の
指
導
を

行
い
、
体
育
、
知
育
、
徳

育
に
私
財
を
惜
し
ま
ず
力

を
注
い
で
く
れ
ま
し
た
。

私
の
人
間
形
成
に
大
き
な

影
響
を
受
け
た
大
恩
人
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
木
村

翁
は
消
防
団
長
、
村
長
、

府
会
議
員
な
ど
を
務
め
、

氷
川
村
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
大
先
達
者
で
、

忠
恕
そ
の
も
の
の
人
で

す
。
財
団
法
人
日
本
消
防

協
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
　
　
（
石
田
光
正
氏
談
）

師
と
も
言
え
る
小
澤
潔
元

国
土
庁
長
官
と
の
縁
、
水

村
一
郎
都
議
の
思
い
出
を

語
っ
て
い
る
ほ
か
、
人
生

の
指
針
と
し
、
本
の
タ
イ

ト
ル
「
忠
恕
」
を
教
え
る

孔
子
の
思
想
な
ど
の
紹
介

も
あ
る
。

　
「
人
と
の
出
会
い
は
人

生
を
拓
く
」「
人
生
一
期

一
会
」
を
信
念
に
す
る

石
田
さ
ん
ら
し
く
、
50

人
が
寄
稿
し
た
「
忠
恕

Ⅰ
」、
１
０
０
人
が
寄
稿

し
た
「
忠
恕
Ⅱ
」
に
次
い

で
今
回
も
50
人
が
原
稿
を

寄
せ
、「
清
風
故
人
」
の

編
で
掲
載
。
武
村
正
義
元

大
蔵
大
臣
、
萩
生
田
光
一

元
文
科
大
臣
（
現
在
経
済

産
業
大
臣
）、
井
上
信
治

元
国
務
大
臣
、
中
川
雅
治

元
環
境
大
臣
、
黒
須
隆
一

元
八
王
子
市
長
、
大
串
康

夫
元
航
空
総
隊
司
令
官
元

空
将
、
藤
渡
辰
信
拓
殖
大

学
前
総
長
兼
理
事
長
ら
そ

う
そ
う
た
る
人
た
ち
が
寄

か
ら
町
議
を
４
期
務
め
、

同
町
防
衛
協
会
長
や
西
東

京
日
韓
親
善
協
会
連
合
会

会
長
な
ど
と
し
て
も
活
躍

し
た
。

　

本
は
無
償
で
希
望
者

に
配
布
し
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は
０
９
０

（
８
４
６
０
）
９
６
８
８

岡
村
ま
で
。

　 

出
版
後
日
談

　
「
忠
恕
Ⅲ
卒
寿
の
伝
言

稿
、
石
田
さ

ん
と
の
関
わ

り
や
人
物
像

な
ど
を
記
し

て
い
る
。

　

石
田
さ
ん

は
青
梅
農
林

高
校
を
卒

業
後
、
家

業
の
林
業

を
継
い
だ
。

１
９
８
７
年

さ
ん
は
34
年
間
消
防
団
活

動
に
打
ち
込
み
、
10
年
間

団
長
を
務
め
た
。
消
防
団

員
の
待
遇
改
善
を
行
政
に

求
め
、
鈴
木
俊
一
都
知
事

に
直
談
判
し
た
こ
と
も
あ

る
。

た
。
林
業
再
生
、
地
域
に

お
け
る
消
防
団
の
存
在
の

大
き
さ
、
議
員
の
使
命
な

ど
奥
多
摩
の
未
来
の
た
め

に
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と

な
ど
を
綴
っ
て
い
る
。

　

石
田
さ
ん
は
山
づ
く

り
、
森
づ
く
り
一
筋
に
生

き
て
き
た
。
そ
の
林
業
へ

の
思
い
は
強
く
、「
21
世

紀
は
環
境
の
時
代
、
心
の

時
代
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
林
業
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
。
一
方

で
、
日
本
の
林
業
が
産
業

と
し
て
し
っ
か
り
成
り
立

つ
政
策
を
国
は
進
め
る
べ

き
と
確
信
す
る
」
と
訴
え

る
。

　

消
防
団
員
不
足
が
社
会

的
課
題
に
な
る
中
、
石
田

　

奥
多
摩
町
氷
川
の
石
田

光
正
さ
ん
（
90
）
が
、「
忠

恕
Ⅲ
卒
寿
の
伝
言　

奥
多

摩
の
未
来
と
石
田
家
の
希

望
」
を
こ
の
ほ
ど
出
版
し

卒
寿
の
伝
言
を
本
に

林業再生、議員の使命など
奥多摩町氷川の石田光正さん

奥多摩町への思いを込めた一冊

著者の石田さんと妻の恭子さん

　

あ
き
る
野
市
在
住
の
歌

手
、三
田
り
ょ
う
さ
ん（
テ

イ
チ
ク
）
に
、東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
羽
村

市
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
に
多

大
な
貢
献
を
果
た
し
た
と

し
て
丸
川
珠
代
五
輪
担
当

相
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。
12
日
、
羽
村
市
役
所

で
橋
本
弘
山
市
長
か
ら
伝

達
さ
れ
た
。
感
謝
状
は
９

月
28
日
に
全
国
の
２
６
８

自
治
体
と
２
３
８
の
団

体
、
個
人
に
贈
ら
れ
た
。

　

三
田
さ
ん
は
キ
ル
ギ
ス

共
和
国
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
風
の
旅
人
」
を
歌
い
、

大
統
領
ら
も
出
席
す
る
同

共
和
国
独
立
記
念
コ
ン
サ

ー
ト
に
２
０
１
３
年
か
ら

毎
年
の
よ
う
に
出
演
し
て

き
た
。
同
国
で
の
知
名
度

を
活
か
し
、
18
年
に
羽
村

市
と
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
と

の
友
好
親
善
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
大
使
に
就
任
。
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
交
流
の
推
進
に
活

躍
し
た
。

　

10
月
31
日
に
は
羽
村
市

か
ら
も
感
謝
状
を
受
け

た
。
三
田
さ
ん
は
「
両
国

の
多
く
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
交
流
の
歴
史
を
刻
む
こ

と
が
で
き
本
当
に
よ
か
っ

た
。
感
謝
状
は
身
に
余
る

こ
と
で
す
」
と
話
し
た
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
に
多
大
な
貢
献

感謝状を手にした三田さん（中央）と
橋本市長（右隣り）ら市関係者

三田さん　丸川五輪
担当相から感謝状

職人技のネットワークで
快適な生活空間を造ります
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